
　新型コロナウイルスの影響で中止にしていたお茶っこ飲み会ですが、
5月より再開しました。
　5月の活動では、オセロやボードゲームなどを行いました。頭と体を
両方使うゲームで、皆さん疲れながらも楽しんで参加していました。
　6月の活動では、グラウンドゴルフ大会を行いました。ボールを打つ
力加減が難しいこの競技ですが、今回は7人もホールインワン賞が出る
など大いに盛り上がりました。
　コロナ禍での活動は大変な部分も多いですが、負けじと協力して頑張っていきますので
ご参加お待ちしております。

お茶っこ飲み会

　コロナ禍で中止にしていたお茶っこ飲み会ですが、5月より再開しています。
コロナ対策を十分に講じながら、様々な催しをしていきたいと思いますのでご参加
お待ちしております！！

お茶っこ飲み会のお知らせ

～子供見守り事業より～

7月6日 10：00～12：00日 時

七夕飾り作り

コミュニティーホール

内 容

場 所

8月3日 10：00～12：00日 時

防災関連の講話・体験

やすらぎの間

内 容

場 所

7月～8月の予定

　町内で時々出没する熊対策や、事件事故を回避できるよう、
熊除け鈴を今年も町内の全小中学校新入学児童・生徒へ、
さらに防犯ブザー、反射材付きバッグを小学校新入学児童へ
贈呈しました。
　安心安全で、楽しい学校生活を送ってほしいと思います。

　熊除け鈴
　防犯ブザー
 反射材付きバッグ
　　　　　の贈呈

●開催日時：令和4年8月27日（土）
　　　　　 10：00～14：00
●開催場所：川崎町健康福祉センター　

ボランティアサマーフェスタ’22
 夏の一大イベントであるボランティアサマーフェスタ。コロナウイルス
の影響で2年連続で中止としましたが、今年3年ぶりに開催します。
 コロナウイルスの状況を踏まえ、規模を縮小しながらの開催となる予
定ですが、例年以上の熱量を持って開催したいと思います。

また、24時間テレビ
「愛は地球を救う」募金も
受付けます。皆様のご協力
をよろしくお願いいたします。

また、24時間テレビ
「愛は地球を救う」募金も
受付けます。皆様のご協力
をよろしくお願いいたします。
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基本方針

令和4年度  川崎町社会福祉協議会  事業計画

　新型コロナウイルスの感染拡大が長期化し、離職や経済的困窮など私たちの生活に大きな影響をもたらし、外出自
粛等による心身の不調など新たな生活課題が増加しています。

　このような状況の中、川崎町社会福祉協議会では、基本理念である「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくり」の実現に向け、
人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、支えあいながら暮らしていける地域共生社会に向けた取り組みを推進します。
　昨年、地域福祉活動計画を策定し、今年度より5か年計画で実行していくことになり、各取り組み内容の企画・実施と評価を行っていきます。本計
画の進行管理においては、P（計画）、D（実行）、C（評価）、A（改善）を繰り返す手法であるPDCAサイクルの考え方に基づき計画の推進を目指します。
　また、異常気象や、豪雨、地震など自然災害が起きると私たちの暮らしは大きな変化を受けることになり、本会の事業活動においてもライフラ
インの寸断や物流の停滞等、大きな制約がある状況下においても重要な事業を中断させない、中断しても可能な限り短い時間で復旧させるため
の方針、体制、手順等を示した「事業継続計画」を作成し、災害時において業務体制の整備につなげます。
　法人運営においては、効率的な事業事務が実施できるよう事務局体制の見直しや強化を図り、地域
福祉事業、介護保険事業の両立を目指すため、職員が一丸となって取り組んでいきます。

１） 福祉有償移送サービス（月～金　実施）
2） 配食サービス（月～金　実施）
3） 川崎町放課後児童教室の運営
　（月～金、月1回土曜日開室、夏休み・冬休み等1日開室）

❻町受託事業

１）一人暮らし高齢者支援　2）在宅介護者への支援
3）交通海難労災遺児への支援　4）当事者団体支援
5）青少年健全育成対策事業　6）火災等災害見舞事業
7）生活困窮者への支援　8）法外支援在宅サービス

❼当事者等支援事業

１） 赤い羽根運動の実施（10月～12月）
2）歳末たすけあい運動の実施（12月1日～31日）
3）配分調整
4）配分調査委員会・歳末助け合い配分委員会の開催（年2回）
5）災害義援金受付窓口（災害発生時） 6）小規模災害見舞

❽共同募金委員会事業

１）川崎町民生児童委員協議会の運営支援（事務局）
2）川崎町ボランティア友の会の運営支援（事務局）
3）川崎町身体しょうがい者福祉協会の運営支援（事務局）
4）宮城県障がい者福祉協会仙南地方連絡協議会活動支援
5）心身障害児者親の会への支援
6）母子福祉協議会への支援
7）保護司会・更生女性部会への支援
8）他ボランティア団体等への支援協力
9）川崎町老人クラブ連合会への協力
10）ふれあいネットワーク事業運営委員会（事務局）

❾福祉関係機関・団体との連携

１）要援護者調査
2）ボランティア団体調査

10調査研究事業

基 本方針基 本方針

１）ケアネット活動の推進（随時）
２）ボランティアフェスティバルの開催（年1回）
３）サロン活動の推進
４）災害・防災に関する出前講座の開催（随時）
５）防災福祉マップ作成事業
6）災害時要援護者マップ作成・把握
　（民生委員と連携）
７）安心カードの作成・配布
８）認知症サポーター養成・キャラバンメイト・
　 認知症講座への協力支援
９）社協広報誌の発行（年4回）
10）社協ホームページの更新・情報発信（随時）
11）コミュニケーション麻雀の出前講座
12）ふれあいネットワーク事業
13）ふれあいネットワーク事業情報交換会
14）男の料理教室（年4回）

❶地域福祉ネットワーク事業

1.地域福祉推進事業

Ⅰ 地域福祉の推進Ⅰ 地域福祉の推進

１）介護機器の貸出し
2）高齢者世帯等スノーバスターズ
3）善意銀行（金銭・物品）の預託と払出
4）各種物品の貸出し

❺地域福祉型福祉サービス事業

１）民生児童委員活動の推進と連携の強化
2）民生児童委員・小中高学校・警察連絡会議の開催（年1回）
3）児童遊園遊具等危険箇所点検
4）小中学校朝の声がけ運動（毎月20日）
5）高齢者地域見守りネットワークへの支援
6）子ども見守り事業

❹見守り支援ネットワーク事業

❸福祉教育推進事業
１）キャップハンディ体験
　 （各小中学校にて随時開催）
2）キャップハンディグッズ・
　 レクリエーショングッズの
　 貸出し（随時）
3）福祉体験学習の開催（年2回）
4）福祉教育推進事業
 　（町内小中学校へ助成）
5）防災・福祉教育出前講座
6）ボランティアサマーフェスタ参加
7）スノーバスター活動
8）川崎町デイサービスセンター
　 利用者との交流（随時）
9）世代間交流事業…地域住民、学校
　 との連携、交流を図る（随時）

重 点事業重 点事業
１．地域福祉活動計画の推進
　　町で暮らす一人ひとりが、地域を担う一員として福祉のまちづく
りを進めていくために、町民、地域、関係団体、ボランティア、行政
がそれぞれの分野において担い手となり、主体的に役割を果たす
とともに、相互に連携し地域福祉が推進されるよう取り組んでい
きます。

２．地域全体との協力体制の構築
　　「住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくり」を目指
し、住民の方々をはじめ、行政・町内の小中高等学校・自治会・民生
児童委員・福祉関係団体等に対し、積極
的な情報の発信・協働・連携し、地域福
祉活動の活性化・地域全体との関係性
の充実・地域課題の発掘・解決につなげ
ていきます。

３．災害・防災に関する教育・講座の推進
　　近年、地震だけではなく、台風や豪雨等による災害が相次いでお
り、日本全国で災害がどこで発生してもおかしくない状況でありま
す。このような状況下において、万が一災害が発生した場合に冷
静に命を守る対応ができるように、災害・防災に関する知識や必要
な備えについて学んでもらえるよう、小中学校を対象に災害・防災
に関する教育の推進を図るとともに、地区のサロン・各団体など地
域単位を対象とした講座の推進を図ります。

4．社協基盤の強化と安定的な法人運営の推進
　　多様化する福祉ニーズに対応するため職員の効率的な配置や効果
的な事務事業が実施できるよう事務局体制や業務分担の見直し、強
化を図っていきます。

　　また、安定的な法人運営のため経営状況や財務状況を把握し、各事
業の見直しや介護保険事業の収益
増に向けた取り組みを強化し、計画
的な財務管理に努めていきます。

１）ボランティア団体等の調査・情報提供
2）ボランティア登録と斡旋（随時）
3）ボランティア保険受付（随時）
4）ボランティア活動連絡・調整（随時）
5）有償ボランティア活動連絡・調整（随時）
6）ＮＰＯ・ボランティア団体等情報交換会の開催
7）ボランティアに関する講座・研修会の開催
8）災害ボランティア運営協定による支援
9）災害時におけるネットワークの構築及び、
　 災害ボランティアセンター運営（災害発生時）
１0）災害に関する研修会の開催（年1回）
１1）仙南地区社会福祉協議会連絡会運営による
　　近隣社協との連携（年間）
１2）被災地活動ボランティア団体への支援協力

❷ボランティアセンター事業

2.福祉サービス利用援助事業

１）生活支援員活動支援（3名） 2）仙南地域福祉サポートセンターとの連携
❶日常生活自立支援事業（まもりーぶ事業）

１）各種相談員との連携　2）生活相談所の開設
❷生活相談運営事業

１）成年後見制度の推進　2）成年後見の適正な運営
3）地域包括支援センター・保健福祉課との連携

❸法人後見事業

１）理事会・評議員会の開催
2）評議員選任解任委員会の開催
3）税理士による外部監査・月次監査（月1回）
4）社協会費の加入推進　5）介護保険事業の安定的経営
6）月次業務報告による経営状況把握及び改善
7）介護サービス情報公表制度による公表（年1回）
8）社会福祉充実計画の実施（10年計画）
9）地域福祉活動計画の実施（5年計画）

１）各種研修会への参加　2）社協ミーティングの開催
3）安心安全なサービス提供体制　4）職員の資格取得の促進
5）介護サービス事業所での実習受け入れ

1.社協基盤の充実・強化1.介護保険事業の推進

１）生活安定資金貸付　2）生活福祉資金貸付
3）生活福祉資金調査委員会の開催（年1回）
4）民生委員との連携強化

❹各種福祉資金の貸付事業

１）苦情解決窓口の開設（随時）
2）第三者委員の設置

❺苦情受付・解決窓口の開設

❶居宅介護支援事業

❷訪問介護・予防訪問介護事業

❸通所介護・予防通所介護事業

❶社協組織の強化

❷職員体制の整備と資質向上

Ⅱ 在宅福祉サービスの推進Ⅱ 在宅福祉サービスの推進 Ⅲ 法人運営体制の整備Ⅲ 法人運営体制の整備

　高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくために要介護認定を受
けた方のケアプランを作成し、可能な限り在宅において、その有する
能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう支援します。

　介護を必要とする高齢者などに対して、日常生活全般の状況
及び要望を踏まえて自立した生活を営むことができるよう、入
浴・排泄・食事の介助、その他生活全般にわたる援助を行います。

　介護を必要とする高齢者などに対して、必要な日常生活上の
介護や機能訓練を行うことにより、利用者の心身機能の維持を援
助します。また、介護者の身体的・精神的負担の軽減を図りながら
サービスの提供を行います。
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236,884,000円
収  入

236,884,000円
支  出

令和3年度  社会福祉事業会計決算報告

当期末支払資金残高 197,540,228円

令和4年度  社会福祉事業会計予算

　在宅の認知症高齢者や、知
的障害・精神障害のある方で、
自分に必要な福祉サービスを
選んだり、利用するための契約
を結んだり、利用料等の支払
いをすることが一人では出来
ない（自信がない）方のご相談
に応じ、暮らしのサポートをし
ています。

みやぎ地域福祉
サポートセンターまもりーぶまもりーぶ

どんなことを
してくれるの？

●福祉サービス利用のお手伝い
●日常的な金銭管理のお手伝い
●書類のお預かり契約によりサービスの

提供を行います。

利用料金
●基本料金……………………1ヶ月／700円
●サービス料金………………30分／500円
●お預かりサービス…………1ヶ月／300円
●サービス提供に係る旅費…キロ数に応じて

※サービス料金は減免に
　なる場合があります。

仙南地域福祉サポートセンター TEL.86-3811　
川崎町社会福祉協議会 TEL.85-1222

お問い合わせ

まもりーぶは「まもる」と
「びりーぶ」（信じる）を
組み合わせた愛称です。

～地域福祉事業は、皆様の会費により支えられています。～
　川崎町社会福祉協議会は、「誰もが安心していきいきと暮らせるまちづくり」を目
指して、地域住民の皆さまをはじめ、民生委員・児童委員、ボランティア団体等、関係
機関との連携、行政と協力しながら事業を展開しております。
　皆さまからの会費は、地域福祉事業、福祉教育事業、ボランティア活動推進などを
支える貴重な財源として活用させていただきます。
　つきましては、今年も地域の皆さまのあたたかいご協力によりまして福祉の輪が
大きく広がるよう会員会費のご協力について、よろしくお願い申し上げます。

のご協力をお願いいたします。
川崎町社会福祉協議会会費納入

1,000円
一般会費

3,000円
賛助会費

会員会費（年額）会員会費（年額）

 日常生活上の心配事や悩み事を相談でき
る身近な相談所を開設しております。生活
相談員が親身になって相談に応じます。

生活相談所
のお知らせ

196,030,424円
支  出

令和

4
年度

●相談日／毎週水曜日（祝日は休み）
●時　間／10：00～12：00
●場　所／川崎町健康福祉センター

生活相談員の紹介
●追木 三郎
　84-2705

●大沼 まき子
　84-4022

●大宮 うめ子
　84-5181

川崎町社会福祉協議会  TEL.85-1222
お問い合わせ 事前予約制となっております。

196,778,730円
収 入
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今年度も柴田農林高等学校川崎校ボランティア部の協力をいただいております。
早速デイサービスセンターの窓拭きや草むしりなどを行っていただきました。
この他にレクリエーション道具制作もお手伝いいただいております。
新型コロナウイルスの感染状況上、デイサービスセンター内での活動はまだまだ難しいですが、
これからもできる活動を行いながら、心つながる交流を続けてほしいと思います。　

ボランティア部
柴田農林高等学校川崎校

デイサービスセンターの窓拭き

デイサービスセンター周りの草むしり

生垣の下に生えていた雑草がなくなり、
スッキリとした景観に！

Behore
After

お茶っこ飲 会み
グラウンドゴルフ大会

みなさん、お疲れ様でした！

ホールインワンの
ボールと一緒に記念写真！！

ナイス
ショット！

ルールはシンプルですが上手く入れるには
絶妙な力加減が重要です

川崎駐在所の阿部所長から交通事故や
防犯、防災についてお話していただきました

今回は雨のため、
コミュニティーホールにて行いました
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